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大運動会

　平成25（2013）年11月２日（土）、緑区制50周年記念「大運動会」が、区内全28学区か
ら代表チームが参加し、県営大高緑地野球場で開催されました。この運動会は、小学生を
中心に大人も参加できる運動会として、区制50周年を記念して新たに行った事業で、スポー
ツを通して全学区を盛り上げ、心身ともに健康で明るいまちづくりに寄与することを目的
とするものです。
　当日は、曇りがちの空から時折太陽が顔を覗かせる空模様でしたが、障害物競走、大玉・
キャタピラころがし、玉入れと、学区対抗で競い合い、おおいに盛り上がりました。

　開会式に先立ち、名古屋女子大学中学校高
等学校吹奏楽マーチングバンド部による演奏
演技が披露されました。軽快なリズム、元気
の出るメロディーが会場に流れ、若さにあふ
れたキレのある演技が、大会の気運を盛り上
げました。

競技内容

種　目 出場者数
（対象学年・人数・性別等） 内　容

障害物選手権
６名

（小学４～６年生 各学年男
女各１名）

・１走者あたり半周、計３周
・第1･3･5走者：①ジャイアントフット→②筒布
くぐり→③網くぐり→④カンガルー跳び→⑤六
角トンネル
・第2･4･6走者：⑥ジャイアントフット→⑦筒布
くぐり→⑧網くぐり→⑨カンガルー跳び

大玉・キャタピラ
ころがし選手権

９名
（小学1～3年生 ３名、小学
４～６年生 男女各３名）

・第１走者：小学1～3年生３名で大玉を転がし
30㍍先のコーンを回って中継地点へ
・第２走者：小学４～６年生の男子３名でキャタ
ピラ（中１名、外２名）を転がし、15㍍先の
ラインで向きを変え中継地点へ
・第３走者：小学４～６年生の女子３名で大玉を
転がし、30㍍先のコーンを回ってゴール

玉入れ選手権

30名
（小学１～３年生 各学年男
女各３名、小学４～６年
生各学年男女各２名）

・前半は小学１～３年生、後半は小学４～６年生
・前後半の切替時にカゴの高さを変更
・40個の玉全てをカゴに入れる時間を競う

大綱引き オープン参加
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　午前９時からの開会式では、学区の幟旗
を先頭に選手一同が整列し、尾藤宗男緑区
制50周年記念事業実行委員会会長によるあ
いさつ、学区代表２名による力強い選手宣
誓、入念な準備体操などが行われ、運動会
は幕を開けました。

　最初の種目は、小学校高学年による、障害物選手権です。
小学生の足のサイズの倍もあるような大きな履物に片足を
入れ進むジャイアントフットや、腰の高さまである布状の
袋に両足を入れジャンプしながら進むカンガルー跳びなど
盛りだくさんの難所に悪戦苦闘しながらも仲間たちからの
大きな声援を受け、真剣に競い、そして楽しんでいました。

　次の種目は、子どもの背丈ほどの大玉を力を合わせ転がす競技と、ウレタン製のマット
を輪にしたキャタピラの中に人が入って前に進む競技を組み合わせた、大玉・キャタピラ
ころがし選手権です。どのチームも、うまく前に進まなかったり、微妙な力加減で方向が
変わったりと、思い通りにならない用具に戸惑いながらも仲間と力を合わせ一生懸命頑
張っていました。



31

第１章　50周年記念事業

　学区対抗で行う配点対象種目の最後は、玉入れ選手権です。競技は前後半に分けられ、
前半を小学校低学年で、後半を小学校高学年で行い、用意された40個の玉すべてをカゴに
入れるまでの時間の速さを競いました。どの学区もチーム一丸となって、力一杯カゴをめ
がけ玉を投げ続けていました。

　最終種目の大綱引きは、緑区在住の方なら誰もが気軽に参
加し楽しむことができるよう、配点の対象とならないオープ
ン参加により実施されました。小学生から大人まで「我こそ

　すべての競技種目が終了後、閉会式が行われ、成績発表と表彰が行われました。熱戦の
結果、優勝は神の倉学区、準優勝に黒石学区、３位に片平学区が入賞しました。１位から
８位までの学区に、賞状と賞品が贈られました。

は！」という力自
慢の男女約1,400
人が出場し、力を
合わせ綱を引き
合っていました。
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スポーツイベント学区総合表彰

　スポーツイベント学区総合表彰は、３月の学区対抗駅伝を皮切りに11月の大運動会まで、
区制50周年を迎えた平成25（2013）年に年間を通じて実施された６種のスポーツイベント
について、大会結果に応じた得点を学区ごとに計上し、その総合得点により表彰を行うも
ので、子どもから高齢者まで、各年代層において、気軽にスポーツに親しむことができる大
会に全学区参加を呼び掛けることで生涯スポーツの一層の振興を図ろうと実施されました。

　全学区が協力してすべての大会に参加し、各大会の優勝はもちろん、その先の学区総合
表彰をにらんだ熱き戦いが繰り広げられ、いずれの大会とも、例年にない盛り上がりを見
せました。特に最後の大運動会では、一発逆転を狙う学区がしのぎを削り合い、応援にも
一層熱が入りました。
　大運動会の表彰後に結果発表があり、約８ヶ月間に及んだ接戦を最後に制したのは、神
の倉学区、第２位は平子学区、第３位は熊の前学区でした。１位から10位までの学区に賞
状と賞品が贈られ、スポーツイベント学区総合表彰は幕を閉じました。

学区総合表彰の対象となったスポーツイベント

大会名 開催日 会　場 トピックス

学区対抗駅伝大会 ３月３日（日） 県営大高緑地周回コース
全学区出場は11年ぶりで、28学区となった平
成20年度以降では初めて

学区対抗グラウンド・
ゴルフ大会 ４月27日（土） 県営大高緑地野球場

今大会から学区対抗も取り入れ、全28学区が
出場

学区対抗ＯＢソフト
ボール大会

５月12日（日）
　　19日（日）

県営大高緑地
野球場 全学区の代表28チームが出場

ＰＴＡバレーボール
大会

７月27日（土）
　　28日（日）

緑スポーツ
センター 全小中学校ＰＴＡの代表40チームが出場

学区対抗子どもドッ
ジボール大会 ９月21日（土） 緑スポーツセンター

子ども会の会員に限定せず広く参加を呼びか
け、20年ぶりに全28学区が出場

大運動会 11月２日（土）県営大高緑地野球場
緑区はじまって以来の、全学区出場による運
動会
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　対象の６種のスポーツイベントのうち、毎年実施し全28学区出場しているのは２つのみ
であるにもかかわらず、スポーツイベント学区総合表彰という仕組みを取り入れたことで、
区民全体が結束し、新しく実施した11月の大運動会も含め６大会すべてで全学区が出場し
ました。このことは、緑区の歴史上、区民の記憶に永く残る出来事となり、スポーツの振
興にとどまらず、区民の郷土愛を育み、絆を深めました。

※総合得点が同点の場合は、上位入賞の多い学区を総合順位の上位としています。

緑区制50周年記念スポーツイベント学区総合表彰得点表

学　区
駅伝大会 グラウンド

ゴルフ大会
OBソフト
ボール大会

PTAバレー
ボール大会

子どもドッジ
ボール大会 大運動会

総合順位 総合得点
得点 得点 得点 得点 得点 得点

鳴　海 20点 20点 40点 20点 20点 50点 27位 170点 
相　原 105点 20点 40点 40点 60点 30点 15位 295点 
旭　出 20点 70点 20点 30点 20点 80点 22位 240点 
滝ノ水 35点 40点 40点 40点 120点 20点 14位 295点 
片　平 20点 20点 20点 70点 25点 110点 19位 265点 
浦　里 20点 25点 20点 70点 20点 20点 26位 175点 
緑 85点 20点 60点 30点 60点 95点 8位 350点 
平　子 100点 95点 40点 30点 80点 85点 2位 430点 
鳴海東部 20点 100点 80点 80点 40点 20点 10位 340点 
小　坂 115点 55点 60点 25点 20点 40点 11位 315点 
常　安 40点 50点 100点 60点 40点 70点 6位 360点 
大清水 60点 120点 120点 20点 20点 20点 5位 360点 
徳　重 45点 30点 20点 65点 40点 65点 20位 265点 
熊の前 95点 110点 20点 35点 80点 45点 3位 385点 
神の倉 50点 105点 80点 60点 25点 120点 1位 440点 
東　丘 120点 60点 20点 25点 40点 35点 12位 300点 
太　子 20点 35点 20点 20点 40点 100点 23位 235点 
鳴　子 55点 20点 20点 20点 25点 105点 21位 245点 
長根台 30点 75点 60点 20点 40点 75点 13位 300点 
戸　笠 25点 45点 20点 50点 25点 20点 24位 185点 
有　松 65点 80点 20点 30点 60点 90点 9位 345点 
桶狭間 90点 85点 20点 35点 25点 20点 18位 275点 
南　陵 20点 20点 60点 25点 100点 60点 17位 285点 
大　高 80点 20点 20点 20点 25点 20点 25位 185点 
大高南 20点 20点 40点 25点 25点 20点 28位 150点 
大高北 110点 90点 20点 25点 20点 25点 16位 290点 
黒　石 75点 65点 20点 50点 60点 115点 4位 385点 
桃　山 70点 115点 20点 70点 20点 55点 7位 350点 
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緑区民文化祭

　緑区民文化祭は、区民の文化の向上を図るため、これまで緑区文化協会と連携して毎年
開催していた「緑区民美術展」に、「緑区民作品発表展」と「緑区民舞台発表会」を新た
に加え、緑区の文化の祭典として盛大に開催されました。

■　第51回緑区民美術展
　今年で51回目を迎える緑区民美術展が、
平成25（2013）年９月27日（金）から９月
29日（日）まで、緑区役所講堂において開
催されました。
　緑区在住、在勤、在学の方を対象として、
日本画、洋画、彫刻工芸、書、写真の５部
門の作品を募集し、209名の方から計213点
（日本画26点、洋画69点、彫刻工芸30点、

■　緑区民作品発表展
　緑区民作品発表展は、より多くの区民へ
気軽に自分の作品を発表できる場を提供し
ようと、区民美術展に引き続き、10月１
日（火）から10月４日（金）まで、緑区役
所講堂およびユメリア徳重内徳重地区会館
ギャラリーコーナーにおいて開催されまし
た。

書35点、写真53点）の作品を出品していただき、３日間で延べ1,028人の方々に鑑賞し
ていただきました。
　美術展最終日の29日には、優秀作品の表
彰式が行われ、市長賞・区長賞のほか、区
制50周年の年ということで特別に設けられ
た緑区制50周年特別賞などが贈られまし
た。



35

第１章　50周年記念事業

　美術展ほどの厳格な部門や規格によら
ず、絵画、書、写真、彫刻工芸など幅広い
種類の作品を募集した結果、129名の方か
ら作品を出品していただき、４日間で延べ
338人の方々に鑑賞していただきました。
　また、会期中には来場者による人気投票
が行われ、後日、人気作品の表彰も行われ
ました。

■　緑区民舞台発表会
　９日間にわたる区民文化祭の最後を締めくくる緑区民舞台発表会が、10月５日（土）
と10月６日（日）、緑区役所講堂において開催されました。
　これは、緑区を中心に楽器演奏、合唱、演劇、民謡、舞踊、ダンス、マジックなどの
活動を行っているサークル・団体に舞台発表の場を提供するもので、22のサークル・団
体が２日間に分かれ、延べ545人の方々の前で日頃の活動の成果を披露しました。次々
に繰り広げられる歌や演技に、会場からは手拍子や大きな拍手が送られました。
　また、緑区民作品発表展と同様、来場者による人気投票が行われ、後日、人気舞台の
表彰も行われました。
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緑区わがまち　俳句・川柳作品展

　緑区制50周年を記念し、また緑区が、俳人松尾芭蕉が幾度も訪れたゆかりの地であるこ
とにちなみ、この地に住む区民の皆さんが俳句・川柳に親しみ、緑区の魅力を五・七・五
の言葉に込め、緑区に愛着心、郷土愛を感じていただくきっかけとして、『緑区わがまち
俳句・川柳コンクール』と題し、俳句および川柳を広く募集しました。
　全国から俳句部門597作品、川柳部門501作品、子ども部門（中学生以下）1,154作品の
合計2,252作品、６歳から94歳までの990人の方から応募をいただきました。その中から、
厳正な審査により38作品が最優秀作品などに選ばれました。
　平成25（2013）年５月18日（土）に開催した緑区制50周年記念式典の第二部で、各部門
の最優秀作品の表彰と映像による作品紹介を行
いました。また、式典会場のロビーにおいて入
選作品のパネル展示をし、その後も緑区の魅力
を発信し、俳句・川柳を身近に感じてもらえる
よう区役所のほっとスペースや徳重地区会館
ギャラリーのほか、コミュニティセンターなど
の協力を得て作品展を行いました。
　さらに、より多くの市民の方に緑区の魅力や
作者の未来への思いを伝えるため、作品集を刊行し、市内図書館を始めとする市民利用施
設での閲覧ができるようにしました。
　緑区では、江戸時代より芭蕉を招き句会を催すなど、盛んに句が詠まれる土地柄であっ
たことから、文芸を育む土壌が培われてきました。今後も俳句・川柳に気軽にふれて親し
んでいただき、俳句・川柳があふれるまちを目指します。

俳句部門（一般） ■審査委員　栗田やすしさん
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川柳部門（一般） ■審査委員　荒川八洲雄さん

子ども部門（年齢は応募当時） ■審査委員　山口勝行さん
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緑区制50周年記念講座

　緑区制50周年を機に、わがまち緑区への愛着や感心を一層高めてもらうとともに、緑区
の歴史や文化を広く発信するため、緑生涯学習センターにおいて、平成25（2013）年の春
と秋に記念講座を開催しました。

■　芭蕉が愛した鳴海・名古屋　～松尾芭蕉の足跡をたどる旅～
　生涯のうち４度緑区をはじめ、名古屋周辺を訪れ数多くの俳句を残している、俳人松
尾芭蕉のこの地域における足跡をたどる連続講座が、５月13日（月）から７月８日（月）

■　区誌・市史が語る緑区　～もっともっと知ろう緑区の歴史と魅力～
　緑区の奥深い歴史が綴られている「緑区制50周年記念区誌」や「新修名古屋市史」、
その編さんに関わった方々から緑区の魅力を語っていただく連続講座が、11月９日（土）
から12月21日（土）にかけて全５回開催されました。

にかけて全５回開催されました。
　初回の公開講座では、俳人としても著名な
名古屋ボストン美術館館長の馬場駿吉さんを
講師に招き、95名の受講者を前に、名古屋が
「蕉風発祥の地」と呼ばれる背景や鳴海との
関わりなどについて、芭蕉の俳句や弟子の俳
人等も紹介しながら分かりやすく説明してい
ただきました。
　また、芭蕉の足跡をたどる現地講座も行い、
鳴海や笠寺に残る芭蕉の句碑などの前で説明していただきました。

　初回の公開講座では、「みどり小さな歴史
資料館」の主宰で本誌編集責任者でもある淡
河俊之さんを講師に招き、記者の目で見つけ
た緑区の様々な出来事や歴史的事実について
興味深く語っていただき、73名の受講者が、
先人の残した緑区の大切な歴史を十分堪能す
ることができました。

　また、淡河さんが収集した鳴海宿や桶狭間合戦などの版画、火縄銃・甲冑・銭箱など
の武具や古道具、古文書など数十点にわたる貴重な資料の展示も行っていただき、多く
の方が興味深く見学しました。
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映画「うまれる」上映会　～いのち☆キラリ～

　緑区制50周年の節目の年を市内16区の中で１番の出生数を誇る緑区らしく盛り上げると
ともに、子どもたちが健やかに育つ緑区を目指して、命の大切さ、子どもが生まれ育つ貴
さを感じられる話題の映画「うまれる」の上映会が、平成25（2013）年７月７日（日）七
夕の日に徳重地区会館体育室で行われました。
　映画「うまれる」は、命を見つめる４組の夫婦
の物語を通して、自分たちが生まれてきた意味や
家族の絆、命の大切さ、人とのつながり、そして
“生きる”ことを考えることができるドキュメンタ
リー映画で、上映会の企画・運営は今回のために
区内の母親有志により結成されたボランティア・
グループ『映画「うまれる」ＤＥもりあげ隊』と
の協働で行われました。

　上映は、午前と午後のそれぞれ１回ずつ行わ
れ、延べ489名の方々に映画を鑑賞していただき
ました。特に午前の部では、ベビーカーによる入
場も可能だったこともあり、乳幼児連れの親子な
ど300名を超える方々で会場はにぎわいました。

　当日は「子どもの笑顔☆キラリ」と題した写真展も同時開催され、事前に応募があった
164点にも及ぶ子どもたちの笑顔の写真が会場を飾りました。また、午前と午後の上映会
の合間には、「みどりっち」も参加しての表彰式が行われました。
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歩いて知ろう、緑区の歴史　見どころクイズラリー

　このイベントは、区制50周年を機に、区民に緑区の
魅力や歴史を学んでもらい、まちに愛着を持ってもら
おうと緑区観光推進協議会により企画されました。
　緑区の史跡やおすすめスポット、イベント情報など
を１枚にまとめた観光マップ「緑区あちこちマップ」
を活用し、緑区の魅力を再発見してもらうクイズラ
リーで、平成24（2012）年12月から翌年５月にかけて、
全４回で区内５地区を巡り、延べ502名の区民が参加しました。コースの途中、歴史を活
かしたまちづくりを進める市民団体「緑区ルネッサンスフォーラム」のガイドによる見ど
ころ解説や、マップとともに配布したクイズでまちの歴史・文化を楽しく学びました。

回 日　時 コース 参加者数

第
１
回
平成24年12月１日（土）
　９時～13時

鳴海の紅葉と古刹巡り
寺々を巡り、紅葉とともに鳴海の町並みを楽しむコース
緑生涯学習センター→誓願寺→如意寺→西の常夜燈→
成海神社→圓道寺→天神社→高札場→圓龍寺→万福寺
→浄泉寺→瑞泉寺→緑生涯学習センター

115名

第
２
回
平成25年３月23日（土）
　８時30分～12時30分

“無電柱化した有松”と“桶狭間の古戦場”
歴史的景観がよみがえった有松と桶狭間の戦いゆかり
の史跡などを巡るコース
有松・鳴海絞会館→服部邸→竹田邸→岡邸→小塚邸→
祇園寺→一里塚→高根山→七ツ塚→おけはざま山→桶
狭間古戦場公園→長福寺→桶狭間神明社

142名

第
３
回
平成25年４月７日（日）
　９時～13時

徳重の桜と水辺
徳重地域にあるため池などの歴史や扇川沿いの桜を楽
しむコース
ユメリア徳重→熊野社→桜の咲く扇川→大池

100名

第
４
回
平成25年５月６日（月・祝）
　９時～13時

大高の戦国城下町と酒蔵
戦国城下町の名残をとどめる町並みや酒蔵を巡るコース
ＪＲ大高駅→秋葉社→大高城跡→氷上姉子神社→酒蔵
→八幡社

145名
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区の木　カエデＰＲ大作戦

　平成25（2013）年４月に緑区制50周年という節目の年を迎えるに先立ち、区内の小学校
を中心に区の木「カエデ」を植樹することで、未来を担う子どもたちに区の木を知っても
らい、自分たちのまちに愛着をもってもらおうと、区役所と協働で区内の緑化活動を推進
する市民団体「花水緑の会」の提案で実施されました。

　平成25（2013）年２月19日（火）に鳴海
小学校で行われた植樹セレモニーでは、ま
ず、区の木「カエデ」の贈呈式が行われ、
今回の事業に賛同し苗木を寄贈していただ
いた社団法人愛知県造園建設業協会名古屋
東部支部の大島博陸支部長から鳴海小学校
長へ目録が、また、花水緑の会の小松嘉久
会長から鳴海小学校児童会長へプレートがそれぞれ贈呈されました。これらに対し、鳴海
小学校児童会長からお礼の言葉が述べられ、大島支部長からカエデについてのお話が、小
松会長から植物の大切さについてのお話がありました。

　その後、正門へ移動し、６年生の児童の
皆さんも参加して植樹が行われました。植
えられた苗木には、末永く50周年を記憶に
留めてもらえるよう、「緑区制50周年記念
植樹・緑区の木カエデ」のネームプレート
が付けられました。

　平成25（2013）年２月から行われた記念植樹は、区内の小学校を中心に全28学区へと広
がり、子どもたちの健やかな成長を見守り続けています。
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みどりっちスイーツコンテスト

　「みどりっちスイーツコンテスト」は、緑区役所で毎年、若手職員を中心に市民サービ
スの向上や職場改善の取り組みについて話し合いを行う「オフサイトミーティング」で企
画された事業で、緑区制50周年記念事業の一つとして実施されました。
　緑区の特産品を使ったものや、特産そのものをイメージしたもの、緑区の歴史や、緑区
のマスコットキャラクター「みどりっち」をイメージしたものなど、緑区らしさを盛り込
んだスイーツのレシピを、区内在住、在勤、在学の方を対象に募集しました。
　平成25（2013）年９月21日（土）には、書類選考による第１次審査を通過した５作品に
よる第２次審査が徳重地区会館実習室で行われ、黒川和博緑区長を始めとした審査委員８
名が実際に試食し、グランプリを含め優秀作品３点を選びました。いずれも、緑区を愛す
る気持ちの込められた、創意・工夫あふれる作品ばかりで、どの審査委員も大変苦労され
ているようでした。

　グランプリ受賞作品は、レシピを基に区内洋菓子店のご協力により商品化され、「みど
りっちのお・や・つ」として、トマトジャムがサンドされた「有松鳴海絞りトマトクッキー」
と旬の柿のジャムがサンドされた「有松鳴海絞り次郎柿クッキー」の２種類のスイーツが
誕生しました。平成25（2013）年10月26日（土）に開催された緑区区民まつりでは、緑区
制50周年記念ブースにて「みどりっちのお・や・つ」が初めて紹介・販売され、お昼過ぎ
には完売するほどの人気を博しました。

※写真左から、グランプリ受賞作品「有松トマト絞りクッキー」（作：中山麻実さん）、準グランプリ受賞作
品「ありまっぷりん」（作：渡辺絵美さん）、優秀賞受賞作品「きょほ～・リッチ！（作：古川八千代さん）
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オリジナルフレーム切手「緑区制50周年記念」

　区制50周年を記念して、日本郵便株式会社東海支社と緑区制50周年記念事業実行委員会
との共同により、オリジナルフレーム切手「緑区制50周年」を発行しました。
　このフレーム切手は、切手部分に緑区内の名所や町並み、風物などを取り入れ、切手シー
トの上部分には、「みどりっち」などの緑区のゆるキャラやお祭りの風景などを配した、
緑区制50周年記念のオリジナルデザインとなっています。
　■販売開始日　　平成25（2013）年４月１日（月）
　■販 売 部 数　　1,000部
　■販売郵便局　　緑区内の郵便局（20局）
　■シート構成　　１シート　50円切手×10枚（オリジナル台紙付）
　■販 売 価 格　　１シート　900円

１　みどりっち

２　鳴海のお祭り（山車揃）

３　猩猩

４　鳴海配水塔

５　ユメリア徳重

６　大高の酒蔵

７　山車（神功皇后車）

８　有松の町並み

９　有松・鳴海絞り

10　桶狭間古戦場公園

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10
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第２章　特集

座談会「わがまち　わが想い出」

　平成25（2013）年９月19日（木）に緑区役所において座談会を開催し、緑区とともにあ
ゆみ、長年にわたり緑区を見つめてこられた方々に、郷土にまつわる「わが思い出」を語っ
ていただきました。

　出席者（敬称略、順不同）

　　○　出席者

尾藤　宗男（緑区制50周年記念事業実行委員会会長）、大⻆　輝夫（緑区区政協力委員協議会

副議長）、藤枝　静次（緑保護区保護司会名誉会員）、田中　光代（緑区地域子ども会育成連

絡協議会相談役）、成田　治（元緑区ルネッサンスフォーラム会長）、田村　さつき（緑区地

域女性団体連絡協議会会長）、黒川　和博（緑区長）

　　○　司会進行

　　　淡河　俊之（区誌編集責任者）

緑区との関わり
淡河：皆さんは長年にわたり区政運営に貢献されてきたわけですが、そのきっかけを含め
て、緑区との関わりをお話いただければと思います。

成田：私は生まれも育ちも有松です。私の先
祖が、天明の大火の後に本星崎から有松へ
引っ越し、それから200年ほどたちますが、
ずっと有松で暮らしています。私は、会社
務めをしていましたが、退職して直ぐに、
地域の歴史を学ぶ講座が開かれていた生涯
学習センターに入りました。有松だけでな
く大高や鳴海の歴史をもっと知りたいと
思ったからです。勉強を始め少し経ったこ

ろ、区役所の呼びかけで、ルネッサンスフォーラムができることを知り、緑区から由緒
ある名前が消えることへの危惧。歴史資料館建設の思いを持っていたこともあり、設立
から会の運営にも参画して会長も務めました。また、有松を訪れる人に町の歴史を案内
する「有松あないびとの会」を立ち上げ、多くの仲間と協力して、古い町並みなどを回っ
て紹介しています。緑区は人口も増え新しい人が多くなりましたが、歴史だけでなく大

成田　治さん
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高、鳴海、有松、桶狭間といった地域の様々な特色も知っていただきたいと活動をして
きました。

藤枝：私は自然に囲まれた甲斐の国で生まれ、庭から富士山の雄姿を眺めながら育ちまし
た。緑区に住まいを定め、桶狭間合戦に縁
のある大将ケ根の地名が気に入って約45年
になります。暮らし始めたころは家も少な
く、長靴が必需品で、記念碑山と呼ばれた
山も新幹線建設用土として搬出され消滅す
るなど、付近一帯は新しい町に大きく進化
しています。スポーツが好きで、緑区では
体育指導委員や協会役員を務め、健康、生
きがいづくりを実践してきました。私は保
護司でボランティアにつとめ、厚生保護、犯罪予防活動などに取り組んでいます。これ
まで多くの人と接してきましたが、人には悪い人はいない。共に支え合う絆が必要とい
うことを知り、年齢には関係ないという気持ちで、生涯現役で地域発展のため活動して
います。最近では、名古屋市有形民俗文化財の山車３輌を持つ、天満社文嶺講の総代長
として、江戸時代から続く祭事・神事を無事に営めるよう、また、大切な文化を後世に
継ぐべく研さん努力をしております。
淡河：天満社は有松の氏神で、藤枝さんは鳴海にお住まいと聞いていますが。
成田：有松は土地が狭く、神社を建てる土地がなかったから、天満社は鳴海に建っている
んですよ。だから、行政の区分けじゃなくて人と人とのつながり、絞りを中心にした交
流は昔から進んでいたと思います。歩いてみても鳴海は広く、有松は狭いのがわかりま
す。歴史も新しいですね。有松は絞りで町が成り立っていたので、明治になって町長と
いう職務ができても、絞り屋の大店が町長を務めてきたわけです。だから、祭りに関し
ても、絞り抜きには考えられません。絞り問屋の大御所がお金を出し、山車も購入して
祭りを盛り上げてきたのです。町の人が力を合わせて山車を曳くことが町の発展にもつ
ながる。絞り屋さんも上手に祭りを使っていたわけですね。私はそう思うんですよ。

尾藤：私は岐阜の郡上生まれです。こちらに来たのは昭和45年ですが、そのころは本当に
リヤカー道で、真ん中に草が生えていました。ガスもなければ水道もありませんでした。
もちろん下水も。私は山育ちの人間ですから、春になると蕨を採りに出かけていました。
たくさん採れましたからね。常安の辺からずっとありました。それから、一番思い出に
残っているのは小坂の山です。白い鷺草がびっくりするほどいちめんに咲いてそれは見
事なものでした。それが印象に残っています。あの辺はまだ山で、六田の辺はずっと田

藤枝　静次さん
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んぼだったんです。今の鳴海中学がある辺も
全部田んぼでした。私が来たのは６月だった
ので、窓を開けると、蛍がぱっと飛び込んで
来ましてね。蛍がいるぞって、みんなを呼ん
だ覚えがあります。その後、学区ができまし
て、最初に募集があったのは消防団でした。
そこで、家内が消防団に入ったらと言ったん
です。そうすれば友達もできるからと。町内
の色々な付き合いができたのは、それが出発

点です。そうして消防団員として活動していた時に、たまたま町内会長の順番が回って
きまして、最初の仕事としで手掛けたのが盆踊りを町内でやろうよということでした。
そういうことを色々とやってきて、今は委員長をやっております。
区長：昭和54年ですね。相原小学校ができたのは。
尾藤：そうそう、昭和54年です。今年で35年ですね。
淡河：相原は古くからの町ですが、学校は鳴海小学校に通っていたのですね。
尾藤：相原っていう土地名は藍の郷という意味です。藍の原っぱですね。
淡河：お住みになったころ、まだ、藍は生えていましたか。
尾藤：私の時はもう。小学校の校章に藍が入っているだけでした。

大⻆：私と緑区との関わりは、大学４年生だっ
た昭和35年ですが、その時に鳴海中学校に
非常勤講師にと言われたのが最初です。そ
の次に緑区に関わったのが、確か昭和39年
だと思いますが、鳴海の山ノ神に鳴海中学
校から独立した中学校を開校することにな
り、鳴海中学校の分校として１年間、その
開設の前後を手伝って、中学校の名前を千
鳥丘と決めて８年間勤めました。それから
後は、色々な学校を転々としておりまして、教員を終えたわけです。その間、結婚して
新居を持つことになり、ほら貝の一番奥の方に建て売りがあるからと見に行きました。
その時は鳴子からみどりヶ丘まで赤土だらけで、長靴でなければ歩けないという状態で
したね。それからずっとここで生活してきたのですが、これでも緑区かというくらいの
はずれで、町の体を成してきたのは、鳴子やみどりヶ丘の辺りに住宅が建ち、戸笠小学
校ができて、それを中心に住宅が建ち並んで今のような状態になってからですね。あの
辺は神社もお寺も全くないところで、地域のつながりというのはほとんどなかったです

尾藤　宗男さん

大⻆　輝夫さん
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ね。定年になって３年経ったころに、ちょっと暇だろうから地域の仕事を手伝えと言わ
れて、いきなり副委員長、その翌年には委員長になったというところです。それからたっ
ぷり11年間委員長を務めさせていただいている状態です。
成田：何にもないところでしたね。
大⻆：何にもなかったです。どこかに遊びに行こうかというと、今の鳴子団地の東、あの
辺の山にみんなで遊びに行った覚えはあります。そのころは本当に山ですね。こんなに
開けるなんて想像もつきませんでした。
淡河：昭和40年ころに、時代の先端をいくような、人工スキー場がありませんでしたか。
大⻆：ああ、ありましたね。あれは40年代の半ばか後半かでした。市バスの相川三停留所
前で今の大型商業施設の少し東側です。

田中：私のころは、任意団体なんですけれど、
子どもが１年生になると、子ども会に自然
に入会するようになっていました。それか
ら35年間、ずっと子ども会の活動をさせて
いただいています。新舞子の向こうに大野
という町があるのですが、私は昭和33年に
そこからお嫁に来ました。初めて見た扇川
の流れが絞り染で、赤、黄、緑など、毎日
のように色とりどりに変わるのにはびっく

りしました。それから色々なことがありましたね。皆さんがおっしゃっていましたが、
六田の一帯は田んぼが広がっていました。蛙がぴょんぴょんと飛び跳ねていて、車に乗
るときはひかないように避けていました。鳴海小学校の下に万福寺というお寺がありま
すが、あそこには蛍がいっぱいいましたね。鳴海駅から家に帰るのは砂利道でした。素
敵な靴を履いていてもすぐに駄目になってしまいました。ですから、スリッパみたいな
ものを持って駅まで行って、そこで履き替えていました。あのころは大変でしたね。で
も、住まいが高い所にありましたので、見晴らしがとってもよくて港まで見え、家に着
くとほっとしました。潮見が丘なんです。本当に素晴らしい景色でした。それから、今
の市民病院のことを皆さんが、野戦病院って呼んでいました。前の病院って、病室の中
がみんな板張りで、治療室もみんな板なんですね。それが、野戦病院の雰囲気だったの
でしょうね。文木から向こうは山と畑ばかりでした。

田村：私は、岐阜県加茂郡八百津の奥、中山道裏街道沿いの築300年といわれた古民家で
尾張藩の御免医師・林玄良を先祖として生まれました。高等科卒業時に進路を決める時、
太平洋戦争中のことですから従軍看護婦に憧れまして、願書を出したんです。学校から

田中　光代さん



48

第１部　緑区制50周年を迎えて

連絡を受けた父は「戦争に行くのは男だけでいい、これからどんな時代になるかわから
ん、女も手に職をつけておくことが必要だ」と矢場町の名古屋ミシン工芸女学校に願書
を出したんです。当初は大曽根の叔母の家に世話になりましたが、従姉妹がまだ小さく
宿題ができません。困って、大高の叔母の家に厄介になったのが緑区との縁の始まりな
んです。当時は、笠寺駅はありませんから熱田駅まででしたが、汽車通学も大変でした
よ。
淡河：それはどうして大変だったのですか。乗る人が多かったということですか。
田村：当時汽車の本数は少なかったですし、通勤、通学の人が一挙に乗りますから遅れた
らデッキに掴まるしかなかったんです。事故がなかったのを不思議に思いますよ。
成田：名鉄電車でもそうでした。みんな、ぶらさがっていましたね。
田村：名古屋空襲が昭和20年でした。兄が招集され、戦時中の政策食料増産に応えるため
に人手が足りなくなったというので田舎に
帰り農協に勤めながら農業をしたんです。
戦後間もなく叔母から「夫の復員が遅いか
ら万一に備え、住み込みで洋裁を教えてほ
しいという知人がいる、何とかならないか」
と頼まれました。兄も復員し結婚したのを
機に農協を退職し再び大高に住むことにな
り、夫との縁につながりました。なぜ女性
会と私と縁ができたかと言いますと、当時
は婦人会と言っていましたが、昭和38年に会長選出が難航し、初代会長の教え子だった
夫が口説かれて会長にされたわけです。当時の会員は800人ほどおりましたね。
藤枝：今は、そういうことを本当にやらなくなってしまいましたね。地域社会というのは
コミュニティ社会の典型だったのですけれどね。
成田：それにしても、大変だったでしょうね。有松の方も封建的だけど、大高も古いです
からね。それだけに、婦人会が何かやろうということは大変だったと思いますよ。
田村：男は外で働き女は家庭を守るという意識はなくなっていたといえば、きれいごとに
なります。多少気兼ねしながら活動に参加する人もあったと思いますよ。 
成田：女性の集まる会合なんて昔はなかったですね。男社会ですから。
田村：田舎のことですが、女の人ばかり集まることはありましたよ。
淡河：それはいつごろの話ですか。
田村：子どものころのことですが、夜になると御詠歌とか念仏講だとかいって出かける母
のことを覚えています。
淡河：念仏講は今でもありますね。
成田：今もありますよ。桶狭間なんかは葬式をやったら必ず次の日に。もう有松も鳴海も

田村　さつきさん



49

第２章　特集

なくなりました。桶狭間はやっていると思います。大高はやってないですか。
田村：大高でも、太々講、山の講、太師講、無実講（一般には、むしちこ講）などがあっ
たようですが、最近は聞いたことないですね。
淡河：昭和40年代にはあったような気がします。
成田：40年代くらいはまだやっていましたね。大高、鳴海、桶狭間…、桶狭間は今はどう
でしょうねえ。

郷土料理
淡河：食べ物の話ですが、大高は「藤竹飯」が、桶狭間には「たまり飯」がありますね。
お尋ねしてみると、名称は違いますが内容はほとんど同じです。有松、鳴海には何か特
別な料理がありますか。
成田：鳴海もたまり飯です。もっとも、今はたまり飯って言わないですね。ほとんどの人
が味ご飯だとかまぜご飯だとか、色々の名前で呼んでいます。
区長：緑区というかこの辺の地域では何を入
れるのが主流ですか。
成田：だいたい季節のものですよ。竹の子、
ふき、しいたけ、人参、かしわ。
田村：鶏は飼っていましたからね。
区長：鶏を飼っていたところが多かったので
すか。
田村：鶏は家で飼っている人が多かったです
からね。すきやきを「ひきずり」と言って
いましたがご存知ですか。
区長：それはどういう意味ですか。
田村：一人ひとりが鍋からとって食べることを「ひきずり」と言っていたんです。
成田：あれは肉はかしわでしたか。
田村：戦前はかしわ、最近は牛肉が主になっていますね。
成田：鳴海も有松も、ひきずりはかしわですよ。
田村：戦前はかしわしかなかったものね。
成田：だいたい、鳴海でも大高でもそうじゃないですか。それと、今でも、名古屋飯って
いうとみそかつとか言いますでしょう。味噌が主流ですよ。大高でもそうなんじゃない
ですか。味噌はみんな自分の家で作るんですよ。だから、たまり醤油ですよ。私たちが
子どものころは醤油のことをたまりと言ったものです。
淡河：たまりは味噌を家庭で作るときにできるのですね。
成田：味噌が主流ですよ。なんでも味噌でした。それこそ大高菜も味噌煮にして食べまし

黒川　和博緑区長
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た。赤味噌ね、あれをあったかいご飯につけて食べると美味しいんですよ。だけど、１
年物じゃなくて古い順番に使っていくんです。
田村：今は家で味噌を作っている人は少ないでしょうね。
淡河：大高では正月のお雑煮に大高菜をいれますか。
成田：有松でもそうです。自分の屋敷に種を蒔きましてね。それからお盆の15日の夜に、
昔は精霊を流すといって供えた花だとかを川に流したんです。今はできませんが、12時
になると提灯をつけて川に流しましてね。その日は四食食べるのですが、味噌汁の具が
大高菜です。それが昔からのしきたりです。

生活・風習
成田：私が子どもの頃、６月か７月ですかねえ。昔はみんな井戸でしょ。井戸さらいをす
るんです。嫁に来た時にはなかったですか。
田村：家はそぶ水でした。鉄分が多いものですから水を漉して使うんですが、手拭も洗濯
物もだんだん薄茶色になってくるんです。鉄分を飲んだ影響でしょうか。夫も兄弟も白
髪は１本もありませんね。
淡河：大高の水は鉄分が多いですか。でも、
酒を作っていますね。
田村：鷲津の一角の現象で、他の地域はいい
　水が出ていましたよ。
成田：私たちが遠足に行く時は水筒を持って
行きました。我々は遠足っていうとバス
じゃないですからね。どこかの井戸を借り
たら、ここはそぶ水だとか地形によって、
結構ありましたよ。
田村：私が結婚した当時は、焚く物っていうのは山に行って「ご」をかいてくるんです。
成田：私のところも「ご」です。区長さん、「ご」って分かりますか。
区長：知りません。
成田：昔は大高緑地に松の木がたくさんありました。池を挟んで真ん中辺の道が分かれる
ところに松の木が何本も植わっていましてね。その道のところに「ご」がいっぱいあり
ました。松葉が枯れると落ちるんですが、それを「ご」と言いました。
田村：松の落葉を拾ってきて燃料に使ったんです。
区長：松葉なんて特に油分が多いですからね。
成田：だから、私たちの同級生から上くらいは、「ご」をかいてきてアルバイトをしてい
ました。そのころはアルバイトとは言わないですが。とにかく、戦後、大高山が全部丸
坊主になっちゃったんです。生活のためにみんな切ってしまって。

淡河　俊之さん
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田村：すごいことをしたものですね。
成田：仕方がないですよ。焚き物がないですから。神社の木まで切ったのですから。天神
山も大木は残して雑木をほとんど切り、禿山になってしまいました。
淡河：それだけ燃料がなかったということですね。

祭り
成田： 最近は、祭り呼ばれというのがなくなりましたね。昔は祭り呼ばれというのがあ
りましてね。祭りの日には近くに住む親せきなどを招待したものです。呼んだ人には朝
から作ったいなり寿司や巻き寿司を食べさせて、またそれを土産に持たせるので、女の
人は朝から大変でしたね。結婚して嫁さんが来ると、嫁さんの在所を呼んだりします。
祭りのときには、けっこうおみえになりますから。私のところも、家内の在所から２、
３人が交代で来ましたよ。祭りには猩々がつきものですが、私の町内の猩々は新しいも
のです。子どものころ東町にあって、私の町内にはなかったです。鳴海駅の横で、おば
が米屋をやっていて、そこに行ったら猩々が置いてありました。それが怖くて。幼稚園
の時ですよ。宴会のとき親父の後ろにいて、ふと見上げると猩々と目があってしまい、
今でも怖かったことを覚えています。でも、５年生、６年生と年が上がってくると、あ
の猩々をかぶりたくて。私は割合背が大きかったものですから、中学１年生の時にガキ
大将にかぶれと言われましてね。だから、天神さんの境内で猩々をかぶらせてもらって、
嬉しくて。とりえはないけれど、足だけは速かったものですから。
田村：子どもたちを追っかけたんですね。
成田：東海道をね。ちょっと前かがみで走るんです。隠れていて、猩々を松の木からひょ
いと出すとかもやりました。
田村：猩々に追いかけられた体験は、子どもたちにとっていい思い出になるでしょうね。
尾藤：私は、最初に町内でお祭りに入るのに、酒一升持って行きました。そうしたら、猩々
をかぶれって言われて、最初に入った時に猩々をかぶりましたよ。
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自然・景観
大⻆：今、戸笠学区にある螺貝池には葦がいっぱい生えていますが、そこに珍しい野鳥が
来るということで、毎日カメラを持った人が並んでいます。
淡河：戸笠小学校の南ですね。桜が綺麗で季節にはにぎわいますね。
尾藤：野鳥もこのごろ都市化してきていますよ。扇川のカワセミなんか、人がいてもおど
ろかないですからね。
田中：扇川にいるのですか。
尾藤：いますよ。昔はいませんでしたが、それだけ川が綺麗になったのか、ほかに住む場
所がなくなったのかのどちらかです。
藤枝：土手をコンクリートにしちゃうと駄目ですね。土手に穴を掘って、そこに生息しま
すから。だから、そういう鳥たちの住みやすい環境を作っていかないと。
成田：そういえば、大高緑地で、蛍が最近復活しましたよね。
田中：川の流れがなくても蛍っているのですね。
成田：水があって多少は竹薮があるとね。公園の担当者の方も農薬を撒くのを上手く調整
してくれているらしいですよ。だから、蛍も出てくるのです。杓子定規に雑草が生える
から、枯らす作業をしてしまうと、蛍なんか全滅です。
尾藤：細根山にもいます。姫蛍です。蛍会がありましたよ。
成田：昔は、我が家なんか、蛍が家の中に入ってくることもありました。やっぱり、姫蛍
は竹薮があるといいらしいです。昔は竹薮がいくらでもありましたから。竹の子も勝手
に掘りましてね。
田中：今は竹の子も採ったら駄目ですよね。
成田：大高緑地の入口近くにイチョウの木があるでしょう。やっぱり、銀杏を拾いに来る
人がいるらしいですね。シイの木とかもありますが、今の人はシイの実が食べられるこ
ともあまり知らないでしょう。
区長：野いちごだって見たことないですからね。
田村：かつて、扇川の土手に木いちごが黄色く実ると、子どもたちは競っていちごを採り
に行ったものです。家に集まったときなど、時々子どものころの話題になっています。
成田：扇川は昔はゆるやかに蛇行していました。私が天神さんのところを通ってくると、
家なんかないんですよ。すぐ下が扇川です。それで、水車がありましてね。
尾藤：今、水車があったところの跡地にちゃんと看板が出ていますね。
成田：鳴海球場も緑区の大きな観光資源なんですよ。昔は、鳴海球場があることすら知ら
ない人が多かったのですが、最近はＰＲの成果もあり、わりと鳴海球場の存在価値を知っ
てもらっていますよ。
田中：観覧席もまだちゃんと残してありますものね。
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未来に向けて
淡河：これから50年後の緑区に向けて、何か言葉をいただければと思います。
尾藤：人口がどれくらい増えるのでしょうね。
区長：そうですね。30万人までいくかどうかじゃないですか。
田中：これまでの50年と同様に素晴らしい発展を遂げてほしいですね。
尾藤：住みよいところであってほしいですね。私たちはこういう時に生きているからよかっ
たですが。
田村：更に人口も増え、日本人だけではなく国際化した緑区として発展すると思います。
期待しましょう。
成田：昔は、外国人なんてそう見られなかったです。けれど、今は私たちの仲間にも、ハー
フの人たちがおりますでしょう。自分の近くにもそういう人が出てくるからだいぶ慣れ
ました。だから、そういう新しい時代の到来は間違いないですね。
藤枝：子どもたちに「しんの友」を作ってもらいたいですね。しんの付く言葉って、思い
つくだけでもいくつありますか。親しい人、真の友、信じられる人、新しい人が浮かぶ
とおもいます。その中に本当に気の許せる人はいますか、そういう友が５人、10人いる
という人がいますが、よく聞いてみると、本当に親しくて信用できる人は、なかなかい
るものではありません。「しんの友」これを絶対作ってほしい。これが住みやすい、暮
らしやすい緑区にもつながり、本当の絆が生まれると思います。
区長：皆さんのご労苦が礎となって今の緑区があると思っています。この緑区の発展に大
きく貢献していただき感謝の気持ちでいっぱいです。私たちも努力いたしますが、これ
までの活躍、あるいは活動を絶やさないように、ぜひとも次の後継者を作っていただい
て、新しい世代、若い世代へこれまでの皆さんの功績などを引き継いでいただけるよう
にお願いしたいと思っております。これからもお元気で緑区のために力をお貸しくださ
い。本当に今日はありがとうございました。
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未来へのメッセージ　～将来の緑区像～

　平成25（2013）年10月26日（土）に開催された緑区区民まつり「祝50周年！みどり・シティ・
フェスティバル2013」において、「将来の緑区へ託すメッセージ」として、皆さんが想像・
期待するまちの姿をお聞きしました。
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